
調査の概要 
 

１ 調査の目的 
 この調査は、県民の食物摂取状況や生活習慣状況の実態を明らかにし、栄養改善をはじめ

とする県民の健康づくり対策について検討するための基礎資料を得ることを目的とする。 

 また、県民健康づくり運動「元気県ぐんま２１（第２次）」等の健康増進施策や栄養改善

対策などの企画・評価において重要な役割を果たすものであり、これらに関連する項目（身

体活動・運動、休養（睡眠）、喫煙、歯の健康等の生活習慣や生活習慣病に関する事項）を

調査した。 

 なお、本調査は令和３年国民健康・栄養調査に上乗せして実施予定であったが、新型コロ

ナウイルス感染症症の感染拡大に伴い国民健康・栄養調査が中止となったため、本県独自の

調査として、本来国民健康・栄養調査として実施予定だった１０地区も含め、令和３年度、

令和４年度の２年間で実施した。 

 

２ 調査の対象及び客体 
 調査の対象は県内の世帯及び世帯員とした。調査客体は、令和３年国民健康・栄養調査の

対象として抽出された１０地区及び平成２７年国勢調査の一般調査区（後置番号「１」）か

ら層化無作為抽出した４地区の合計１４地区内（２８単位区相当）に、各調査地区が設定し

た調査基準日にふだん住んでいる者すべての世帯及び世帯員とした。 

   

  以下の世帯及び世帯員は調査の対象から除外した。 

 ＜世帯＞ 

    ○世帯主が外国人である世帯 

    ○３食とも集団的な給食を受けている世帯 

 
＜世帯員＞ 

    ○１歳未満（乳児） 

  ○在宅患者で疾病等の理由により、流動状の食品や薬剤のみを摂取又は投与されてい   

る場合など通常の食事をしない者 

    ○調査期間を通じて調査対象世帯に不在の者（単身赴任者、長期出張者、遊学中の者、   

社会福祉施設（介護保険施設含む）の入所者、長期入院者、預けた里子、収監中の者、

その他別居中の者） 
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３ 調査客体 
調査対象者及び調査協力者 
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４ 調査項目及び対象年齢 
 本調査は、栄養摂取状況調査、身体状況調査、生活習慣調査からなり、令和３年度県民

健康・栄養調査実施要領及び令和４年度県民健康･栄養調査実施要領に基づき実施した。 

調査票及び調査項目は次のとおりとした。 

 

（１）栄養摂取状況調査 
調査項目 調査対象 

 ア 世帯状況   
     世帯員番号、氏名、生年月日、性別、妊婦（週数） 
   授乳婦別、仕事の種類 

１歳以上の全員 
 イ  食事状況（１日） 
    朝・昼・夕食別、家庭食・調理済み食・外食・給食・ 

その他の区分 
 ウ 食物摂取状況（１日） 
   料理名、食品名、使用量、廃棄量、世帯員ごとの 

案分比率（朝・昼・夕・間食別） 
 エ １日の身体活動量〔歩数〕 
     １日の身体活動量(歩数)、歩数計の装着状況 ２０歳以上の全員 

 

（２）身体状況調査 
調査項目 調査対象 

 ア 身長・体重 １歳以上の全員 
 イ  腹囲 

２０歳以上の全員 

 ウ 血圧 （収縮期（最高）血圧、拡張期（最低血圧）） 
   ２回測定  
 エ 血液検査 
  （ヘモグロビン A1C、総コレステロール、 

HDL コレステロール、LDL コレステロール） 
 オ 問診 
  ①血圧を下げる薬 
  ②脈の乱れを治す薬 
    ③インスリン注射または血糖を下げる薬 
    ④コレステロールを下げる薬 
    ⑤中性脂肪（トリグリセライド）を下げる薬 
    ⑥糖尿病指摘の有無 
  ⑦糖尿病治療の有無 
  ⑧医師からの運動禁止の有無 
    ⑥１週間の運動日数、運動を行う日の平均運動時間、 

運動の継続年数 
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（３）生活習慣調査 
調査票 調査項目 調査対象 

身体状況・生
活習慣調査票
Ｎｏ．１ 

身長、体重、腹囲、血圧、服薬状況、糖尿病
の治療の有無、運動習慣の状況、喫煙の状
況、飲酒の状況、歯の健康の状況、休養（睡
眠）の状況、健康づくりを目的とした活動、
高齢者の社会参加の状況等 

２０歳以上の全員 

生活習慣調査
票Ｎｏ．２ 

群馬県健康増進計画最終評価に必要な項
目、その他追加が必要な項目（食事、睡眠の
状況、各種認知度、所得等） 

２０歳以上の全員 

生活習慣調査
票Ｎｏ．３ 

群馬県健康増進計画最終評価に必要な項目
のうち、未成年に関する事項（食事、運動、
睡眠、喫煙、飲酒等） 

１０～１９歳の 
全員 

 

５ 調査時期 
（１）栄養摂取状況調査 

令和４年１０月～１１月中のうち、日曜日及び祝日を除く任意の１日 

（２）身体状況調査 

令和４年１０月～１１月中のうち、調査地区の実情を考慮して、最も高い受診率をあ

げうる日時 

（３）生活習慣調査 

令和３年１１月～１２月中 

 

６ 調査要項 
（１）調査員の構成 

県民健康･栄養調査員は、医師、管理栄養士、保健師、臨床検査技師及び放射線技師、

事務担当者等をもって、知事が任命した延べ３２５人によって構成した。 

栄養摂取状況調査については、主として管理栄養士、栄養士がこれにあたり、身体状

況調査については、医師、保健師、臨床検査技師等が担当した。 

なお、身体状況調査は委託業者において行った。 

（２）調査票の様式 

   ・栄養摂取状況調査票         ・・・・・・２３ページ参照 

   ・身体状況調査票           ・・・・・・３１ページ参照 

   ・身体状況・生活習慣調査票Ｎｏ．１  ・・・・・・３２ページ参照 

   ・生活習慣調査票Ｎｏ．２       ・・・・・・３６ページ参照 

   ・生活習慣調査票Ｎｏ．３       ・・・・・・４０ページ参照 
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７ 調査方法 
 調査項目のうち国民健康・栄養調査と同じ項目については、直近の国民健康・栄養調査の

手技に準じて下記のとおり実施した。 

（１）栄養摂取状況調査 

   ア．食物摂取状況 

    調査日は、祝祭日、冠婚葬祭その他特別に食物摂取に変化のある日を避け、被調   

査世帯においてなるべく普通の摂取状態にある日に設定し、被調査者の積極的協力   

を得るため、調査開始前に被調査地区民に対し調査の趣旨を十分説明した。 

     調査員が各世帯に栄養摂取状況調査票を配付して記入要領を十分説明したうえ、

秤を用いて秤量と記入を依頼した。使用量が少なく秤量困難なもの等については目   

安量の記入を依頼した。 

     また、調査員である管理栄養士等は、被調査世帯を直接訪問し、記入状況を点検   

するとともに不備な点の是正や記入の説明にあたった。 

   イ．１日の身体活動量＜歩数＞ 

    歩数計を用いた１日の身体活動量（歩数）の測定は、歩数計を２０歳以上の対象   

者に事前に配布して歩数測定方法を説明し、これに従って測定後、被調査者に１日   

の身体活動量（歩数）と歩数計の装着状況を記録させた。 

    使用機器はアルネス 200S、AS-200 とした。 

（２）身体状況調査 

   身体状況調査は、調査対象世帯の世帯員を対象とし、被調査者の集合に便利な場所  

を会場に設定し実施した。検査方法は次のとおりである。 

  ア．身長 

素足で、両かかとを密接させ、背、臀部及びかかとを身長計の尺柱に接して直立   

させて、両上肢を体側に下げ、頭部を正位に保たせて測定した。 

  イ．体重 

 できる限り衣服を除いた状態で、体重計の秤台の真中に特に静かに乗らせて測定し

た。なお、体重は裸体で測定するのが望ましいが、衣服を着たまま測定した場合は、各

調査地区が設定した風袋量を測定数値から差し引いた。 

  ウ．腹囲 

   立位でへその高さで計測した。その際、被調査者には、両足をそろえ、両腕はか   

らだの横に自然に下げてもらい、腹壁に力が入らないようにした。なお、できるだけ飲

食直後の測定を避けるようにした。 

   測定者は、被調査者の正面に立ち、巻き尺（合成樹脂製 JIS 規格のもので、伸縮   

による目盛りの狂いの少ないもの）を腹部に直接あてた。巻き尺が水平面できちん   

と巻かれているかを確認し、普通の呼吸での呼気の終わりに、０．５ｃｍまでの単   

位で目盛りを読みとった。 
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   正確な計測を行うため、下着などは着用しないことが望ましいとしたが、被調査   

者の負担とならないように配慮した。 

  エ．血圧 

   測定機器…ハイブリッド血圧計を使用した。 

      血圧測定手順…血圧は、下記の手順で測定した。 

①測定前の運動、食事、たばこ、寒冷曝露など、血圧測定値に影響があると考       

えられる条件を避けるようにした。 

②あらかじめ排尿させ、測定前５分以上の心身の安静をとった後に測定した。 

   ③体位は、椅子（背もたれのあるものが望ましい）の座位とした。 

        測定部位は右腕の上腕とした。右腕での測定が不可能なものについては、左            

腕で測定した。 

      ④上腕を緊縛する衣服を着ている場合は、脱衣の上、マンシェットを巻いた。 

   【血圧測定（1 回目）の手順】 

①血圧計を垂直に置く。 

②手のひらを上に向け、マンシェットの下縁が肘窩の２～３cm 上になるように巻

く。巻いた後に指が１～２本入る余裕を持たせた。 

③測定の際には、肘関節を軽度伸展させ、マンシェットの中心位置が被調査者の

心臓と同じ高さにした。 

④聴診法で収縮期血圧を推測し、推定血圧より 30 ㎜ Hg 上（＝加圧目標値）に

あげてから、徐々に減圧し、収縮期血圧及び拡張期血圧を測定した。 

⑤加圧目標値で既にコロトコフ音が聞こえてくる場合は、すぐさま減圧し、【血

圧測定（２回目）】の手順に従った。 

⑥測定値の末尾の読みは、目盛りに最も近い偶数値で読んだ。 

【血圧測定（２回目）の手順】 

①１回目の測定後、いったん被調査者のマンシェットを外し、完全に空気を抜い

た。 

②１回目の手順④～⑥の手順に従って２回目を測定した。 

     ③２回目の測定の際には、「１回目と２回目の測定の間、被調査者に深呼吸をさ

せない」ことに注意した。 
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  オ．血液検査 

駆血帯を使用して、座位で静脈から採血した。各血液検査項目とその検査方法は   

下記「血液検査方法」参照。 

    【血液検査方法】 
 検 査 項 目 測 定 方 法 
１ ヘモグロビン A1c 酵素法 
２ 総コレステロール コレステロール酸化酵素法（COD-POD 法） 
３ HDL コレステロール 直接法 
４ LDL コレステロール 直接法 

  カ．問診 

   ①薬の服用の有無：現在、医師の指示の有無にかかわらず、血圧を下げる薬、      

脈の乱れを治す薬、インスリン注射または血糖を下げる薬、コレステロール      

を下げる薬を服用している人を「服用している」とした。 

      ②糖尿病指摘の有無：「境界型である」、「糖尿病の気がある」、「糖尿病になり      

かけている」、「血糖値が高い」などのようにいわれたことも含め、これま      

でに医療機関や健診で糖尿病といわれたことがある場合は「有」、ない場合      

は「無」とした。 

   ③糖尿病治療の有無：通院による定期的な検査や生活習慣の改善指導を含め、現在糖

尿病治療をしている場合は「有」、治療をしていない場合は「無」とした。 

   ④医師等からの運動禁止の有無 

現在、医師等から運動禁止の指示がある場合は「有」、ない場合は「無」とした。 

⑤運動習慣：「現在、「医師等からの運動禁止の有無」に「有」と回答した者は「運

動習慣」の回答は不要。 

    「運動習慣有り」とは、次の３項目全部が該当する者とした。 

          ・運動の実施頻度として、週２回以上 

          ・運動の実施時間として、３０分以上 

          ・運動の継続期間として、１年以上 

 （３）生活習慣調査 

    質問紙調査票とオンライン調査票のいずれかで回答させた。 

質問紙調査票は、郵送又は調査員により生活習慣調査票を配布し記入させた。回収

は郵送を基本とした。 

    オンライン調査票は、パソコンやスマートフォンから調査票に回答させた。 

 

８ 結果の集計および分析方法 
 提出された調査票は、健康長寿社会づくり推進課において集計分析を行った。 

（１）栄養素等摂取量の算出 

   栄養摂取状況調査の栄養素等摂取状況及び食品群別摂取状況については、独立行政 

- 7 -



法人国立健康・栄養研究所の国民健康・栄養調査方式システム「食事しらべ２０２２ 

※」を用いて、文部科学省科学技術・学術審議会資源調査分科会「日本食品標準成分

表 2015 年版（七訂）」、「日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）追補 2016 年」、

「日本食品標準成分表 2015 年版（七訂）追補 2017 年」及び「日本食品標準成分表

2015 年版（七訂）追補 2018 年（以下「追補 2018 年」という。）」（以下「成分表

2015」という。）を使用した。食物繊維の摂取量について、追補 2018 年の「炭水化

物成分表 別表１」に収載されている食品は、AOAC2011.25 法による値を用いて算出

し、水溶性は高分子量水溶性の値のみを適用している。 

栄養素等摂取量は，調理後（ゆで、焼き等）の成分値が成分表 2015 に収載されて

いる食品は、これを用いた。また、その他の食品については，成分表 2015 に収載さ

れている調理による「重量変化率」を加味して算出した。 

なお、栄養素強化食品及び補助食品からの摂取については把握していないため、集

計値に含まない。   
※国立研究開発法人医薬基盤･健康･栄養研究所 国立健康･栄養研究所  

栄養疫学研究部 国民健康･栄養調査研究室  
（２）食品群分類 

    食品群分類は、国民健康・栄養調査食品群別表と同様とした。分類上で特に注意   

を要する点は下記のとおりである。 

 ア．分類 

    「バター」と「動物性油脂」は、動物性食品として取り扱っている。 

「ジャム」は「果実類」に、「味噌」及び「マヨネーズ」は「調味料・香辛料類」

に分類。 

  イ．重量 

食品の重量は、調理を加味した数量となり、「米・加工品」の米は「めし」・

「かゆ」など、「その他の穀類・加工品」の「干しそば」は「ゆでそば」など、

「藻類」の「乾燥わかめ」は「乾燥わかめ・水戻し」など、「嗜好飲料類」の「茶

葉」は「茶浸出液」などで算出。野菜類の「漬物」などはそのままの重量を用い

た。 

また、「だいこん」及び「しょうが」の「おろし・おろし汁」などはそのままの

重量を用いた。なお、調理に用いた水分（液状だしを含む）は重量には含めなかっ

た。 

（３）食品群／栄養素等摂取量の分布 

    県民健康･栄養調査の結果からは、中央値（または平均値）を情報として活用する   

ことはできるが、１日分の食事内容の調査であるため、習慣的な摂取量の分布曲線を  

得ることはできない。１日調査で得られる摂取量の分布曲線は、その幅がかなりひろ  

くなり、推定平均必要量未満の人の割合を課題に評価するおそれがあるため、注意が  

必要である。    （参考）「日本人の食事摂取基準(2020)」策定検討会報告書 
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（４）食事内容 

      次の区分により集計した。 

   ア．家庭食：家庭で作った食事や弁当を食べた場合 

   イ．調理済み食：すでに調理された惣菜などを買ってきたり、出前をとって家庭で食              

べた場合 

  ウ．外食：飲食店での食事及び家庭以外の場所で出前をとったり市販のお弁当を買っ

て食べるなど、家庭で調理せず、食べる場所も家庭ではない場合 

   エ．給食：保育所・幼稚園給食・学校給食（教職員は、職場給食）、職場給食 

   オ．その他：菓子、果物、乳製品、嗜好飲料などの食品のみを食べた場合 

         錠剤、カプセル、顆粒状のビタミン・ミネラル、栄養ドリンク剤のみの

場合 

         何も口にしなかった場合（水飲み飲んだ場合も含む） 

（５）肥満の判定 

   肥満の判定は、国民健康・栄養調査と同様ＢＭＩ（Body Mass Index、次式）を用い

て判定した。 

ＢＭＩ＝体重 kg／（身長 m）２ 

男女とも１５歳以上ＢＭＩ＝２２を標準とし、今回用いた肥満の判定基準は次のと

おりである。 

判定 低体重（やせ） 普 通 肥 満 

BMI 18. 5 未満 18. 5 以上 25. 0 未満 BMI 25. 0 以上 
 （「日本肥満学会（2011 年）による肥満の判定基準」より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 9 -



    学校保健統計調査方式による肥満度判定 

   ６～１４歳における肥満度は、年齢別、身長別標準体重から判定した。 

 やせ傾向 

普 通 

肥満傾向 

 －20%以下 20% 以上 

判定 高度やせ 軽度やせ 軽度肥満 中等度肥満 高度肥満 

肥満度 －30%以下 
－30%超 

－20%以下 

－20%超～

＋20%以上 

20%以上

30%未満 

30%以上

50%未満 
50%以上 

  肥満度（過体重度） 

      ＝（実測体重（Kg）－身長別標準体重（Kg））/身長別標準体重（Kg）×100（％） 

※身長別標準体重（Kg）＝ａ×実測身長（cm）－ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（参考） 財団法人日本学校保健会「児童生徒の健康診断マニュアル（平成 27 年度改訂版）」（2015） 
 
 

 （６）血圧区分及び「高血圧有病者」の判定 

 

 

 

 

 

 

 

 
結果図表中の数値は、2 回の測定値の平均値。(「日本高血圧学会（2019）による血圧の分類」より) 

 高血圧有病者 

   収縮期血圧１４０mmHg 以上、または拡張期血圧９０mmHg 以上、もしくは血圧を

下げる薬を服用している者 
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（７）メタボリックシンドロームの判定 

   国民健康・栄養調査の血液検査では、空腹時採血が困難であるため、メタボリック

シンドローム（内臓脂肪症候群）の診断基準項目である空腹時血糖値及び中性脂肪値

により判定はしていない。本調査においても、国民健康・栄養調査と同様の判定方法

とした。 
 
    メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）が強く疑われる者 

   腹囲が男性８５cm、女性９０cm 以上で、３つの項目（血中脂質、血圧、血糖）の   

うち２つ以上の項目に該当する者。 

    メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予備群と考えられる者  

   腹囲が男性８５cm、女性９０cm 以上で、３つの項目（血中脂質、血圧、血糖）の  

うち１つに該当する者。 

  ※“該当する”とは、下記の「基準」を満たしている場合、かつ／または「服薬」が

ある場合とする。 

 

 

 

 

 

 
（参考） 厚生労働科学研究 健康科学総合研究事業 「地域保健における健康診査の効率的なプロト

コルに関する研究 ～健康対策指標検討研究班中間報告～」平成 17 年８月 
           厚生労働省健康局がん対策･健康増進課/厚生労働省保険局総務課「平成２５年度以降に実

施される特定健康診査・特定保健指導における特定保健指導レベル判定値、受診勧奨判定

値及びメタボリックシンドローム判定値等の取扱いについて」平成 24 年 11 月 13 日  
（８）「糖尿病が強く疑われる者」、「糖尿病の可能性を否定できない者」の判定 

      糖尿病が強く疑われる者 

    ヘモグロビン A1c 値の測定値があり、身体状況調査（７）及び（７－１）～ 

（７－３）が有効回答だった者のうち、ヘモグロビン A1（NGSP）値が 6.5％ 以上、

又は、身体状況調査（７－１）現在、糖尿病治療の有無に「１ 有」と答えた者 

      糖尿病の可能性を否定できない者 

     ヘモグロビン A1c の測定値がある者のうち、ヘモグロビン A1c （NGSP）値が

6.0％以上、6.5％未満で、“糖尿病が強く疑われる者”以外の者。 

（９）「脂質異常症が疑われる者」の判定 

   県民健康・栄養調査の血液検査では、空腹時採血が困難であるため、脂質異常症の

診断基準項目である中性脂肪値による判定は行わず、次のとおりとした。 

 

 

腹囲

項目 血中脂質 血圧 血糖

基準
・HDLコレステロール値
　40mg/dL未満

・収縮期血圧値　130mmHg以上
・拡張期血圧値　　85mmHg以上

・ヘモグロビン A1c(NGSP)値
　6.0%以上

服薬

・コレステロールを下げる薬服用
・中性脂肪（トリグリセライド）を
　下げる薬服用

・血圧を下げる薬服用 ・血糖を下げる薬服用
・インスリン注射使用

腹囲（ウエスト周囲径）　　　男性：85cm以上　　女性：90cm以上
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   脂質異常症が疑われる人 

    HDL コレステロールが 40mg/dl 未満、もしくはコレステロールを下げる薬または

中性脂肪（トリグリセライド）を下げる薬を服用している者 

（１０）運動習慣の判定 

運動習慣がある者とは、１回３０分以上、週２日以上、１年以上継続して運動して

いる者とした。 

（１１）飲酒習慣 

      飲酒習慣のある者とは、週３日以上、飲酒日１日あたり１合以上飲酒すると回答し   

た者とした。 

（１２）生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者 

   生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者とは、１日あたりの純アルコール   

摂取量が男性４０ｇ以上、女性２０ｇ以上の者とし、次の方法で算出した。 

      ①男性：「毎日×２合以上」＋「週５～６日×２合以上」＋「週３～４日×３合以         

上」＋「週１～２日×５合以上」＋「月１～３日×５合以上」 

      ②女性：「毎日×１合以上」＋「週５～６日×１合以上」＋「週３～４日×１合以         

上」＋「週１～２日×３合以上」＋「月１～３日×５合以上」 

（１３）統計量の算出 

      記述統計 

  平均値または割合、標準偏差、標準誤差、パーセンタイルの算出は、保健所別に抽

出率の逆数で重み付けをして算出した。また、県全体の推定値を得るために令和４年  

群馬県人口構成に調整した。 

   これらの計算には、「地域健康・栄養調査基本集計 Ver1.52」ソフトウエア（開発

国立保健医療科学院 横山徹爾）を使用し、クラスター抽出法による標本抽出を考慮

した算出を行った。値は保健所圏域ごとの標本数の偏りを調整する重み付けをして算

出した。２０歳以上の「総数」の値は、保健所圏域ごとの標本数の偏りを調整する重

み付け及びと県の令和４年人口構成に合わせるための重み付けをして算出した。図の

縦軸誤差範囲については、割合又は平均値の９５％信頼区間を示した。 

    ＜県全体の推定値の計算方法＞ 

   県全体の推定値を得るためには、保健所別に抽出率の逆数で重み付けし、さらに  

令和４年の県の人口構成に調整した。すなわち、保健所、年齢階級の重みを、 

                   

 

として集計を行った。 

  ここで、Ph  は保健所 h での抽出率、すなわち、           であり、   

  N a は年齢階級 a の県人口、ni a,は保健所 i での年齢階級 a の標本数である。 
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９ 調査に関する秘密の保持について 
 本調査は、世帯や個人の私的なことに及ぶ場合もあるため、その個人情報の保護と管理

に万全を期し、被調査者に危惧の念をいだかせないように留意した。 

 また、調査世帯の世帯主には調査への協力依頼に加えて、調査の概要及び調査結果の公

表等について書面により説明し、調査への協力に書面で同意を得ている。 

 

１０ 調査の機関と組織 
（１）健康長寿社会づくり推進課は、県民健康・栄養調査企画解析検討委員会を設置し、

本調査の調査設計及びその解析について専門的な立場から意見を聞いた。 

（２）調査地区を管轄する保健所は、当該市町村の協力を得て調査を実施した。 

（３）保健所では、保健所長を班長とする県民健康・栄養調査班を編制し、各調査員が調  

査の実施にあたった。 

 

１１ 本書利用上の留意点 
本調査の集計は、調査の協力へ同意し、回答のあった人を対象とし、無回答は除外して

いる。 

結果の概要における一部グラフについては、対象者数を（ ）内に併記した。 

この報告書に記載した数値は、四捨五入により算出しているため、内訳合計が総数と一

致しない場合がある。 

また、項目によりデータ不明者数が異なるため、図表中の合計と調査の客体が一致しな

い場合がある。 

結果表において、「０」は数値が表章単位に満たないもの、「－」は該当数値のないこ

とを示す。 
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表１　集計客対数

＜総数＞

調査項目 対象年齢 1-6歳 7-14歳 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

集計対象者数 675 18 48 18 25 60 69 74 114 249

構成比 100% 2.7% 7.1% 2.7% 3.7% 8.9% 10.2% 11.0% 16.9% 36.9%

集計対象者数 658 17 41 17 28 53 62 77 112 251

構成比 100% 2.6% 6.2% 2.6% 4.3% 8.1% 9.4% 11.7% 17.0% 38.1%

集計対象者数 581 - - - 25 53 70 73 112 248

構成比 100% - - - 4.3% 9.1% 12.0% 12.6% 19.3% 42.7%

集計対象者数 320 - - - 4 16 27 37 76 160

構成比 100% - - - 1.3% 5.0% 8.4% 11.6% 23.8% 50.0%

集計対象者数 907 - - - 58 78 117 116 193 345

構成比 100% - - - 6.4% 8.6% 12.9% 12.8% 21.3% 38.0%

集計対象者数 906 - - - 58 77 117 116 193 345

構成比 100% - - - 6.4% 8.5% 12.9% 12.8% 21.3% 38.1%

＜男性＞
調査項目 対象年齢 1-6歳 7-14歳 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

集計対象者数 310 8 26 10 9 29 30 38 46 114

構成比 100% 2.6% 8.4% 3.2% 2.9% 9.4% 9.7% 12.3% 14.8% 36.8%

集計対象者数 304 8 23 10 11 25 27 38 46 116

構成比 100% 2.6% 7.6% 3.3% 3.6% 8.2% 8.9% 12.5% 15.1% 38.2%

集計対象者数 259 - - - 9 24 28 37 46 115

構成比 100% - - - 3.5% 9.3% 10.8% 14.3% 17.8% 44.4%

集計対象者数 124 - - - 2 5 9 14 28 66

構成比 100% - - - 1.6% 4.0% 7.3% 11.3% 22.6% 53.2%

集計対象者数 428 - - - 28 40 59 57 84 160

構成比 100% - - - 6.5% 9.3% 13.8% 13.3% 19.6% 37.4%

集計対象者数 428 - - - 28 40 59 57 84 160

構成比 100% - - - 6.5% 9.3% 13.8% 13.3% 19.6% 37.4%

＜女性＞
調査項目 対象年齢 1-6歳 7-14歳 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

集計対象者数 365 10 22 8 16 31 39 36 68 135

構成比 100% 2.7% 6.0% 2.2% 4.4% 8.5% 10.7% 9.9% 18.6% 37.0%

集計対象者数 354 9 18 7 17 28 35 39 66 135

構成比 100% 2.5% 5.1% 2.0% 4.8% 7.9% 9.9% 11.0% 18.6% 38.1%

集計対象者数 322 - - - 16 29 42 36 66 133

構成比 100% - - - 5.0% 9.0% 13.0% 11.2% 20.5% 41.3%

集計対象者数 196 - - - 2 11 18 23 48 94

構成比 100% - - - 1.0% 5.6% 9.2% 11.7% 24.5% 48.0%

集計対象者数 479 - - - 30 38 58 59 109 185

構成比 100% - - - 6.3% 7.9% 12.1% 12.3% 22.8% 38.6%

集計対象者数 478 - - - 30 37 58 59 109 185

構成比 100% - - - 6.3% 7.7% 12.1% 12.3% 22.8% 38.7%

■生活習慣調査No.3
該当年齢 総計 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳 18歳 19歳

男性 30 1 3 2 4 3 4 2 3 4 4

女性 31 6 2 1 1 1 4 3 2 6 5

総計 61 7 5 3 5 4 8 5 5 10 9

＜参考＞
総計 1-6歳 7-14歳 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70歳以上

1,872,994 79,583 128,254 89,771 168,391 192,420 266,501 254,215 242,448 451,411

100% 4.2% 6.8% 4.8% 9.0% 10.3% 14.2% 13.6% 12.9% 24.1%

1,860,247 77,020 125,806 88,620 167,878 188,219 257,492 261,394 235,807 458,011

100% 4.1% 6.8% 4.8% 9.0% 10.1% 13.8% 14.1% 12.7% 24.6%

血液検査

血液検査

群馬県人口構成
（令和３年１０月現在）

群馬県人口構成
（令和４年１０月現在）

１０-１９歳

20歳
以上

生活習慣
調査No.1

生活習慣
調査No.２

総計

栄養摂取
状況調査

1歳
以上

身体状況
調査

歩数計

生活習慣
調査No.1

生活習慣
調査No.２

20歳
以上

総計

栄養摂取
状況調査

1歳
以上

身体状況
調査

歩数計

血液検査

総計

栄養摂取
状況調査

1歳
以上

身体状況
調査

歩数計

20歳
以上

生活習慣
調査No.1

生活習慣
調査No.２
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人数 ％ 男 ％ 女 ％

総数 675 100.0% 310 100.0% 365 100.0%

専門的・技術的職業従事者 70 10.4% 29 9.4% 41 11.2%

管理的職業従事者 21 3.1% 19 6.1% 2 0.5%

事務従事者 58 8.6% 19 6.1% 39 10.7%

販売従事者 26 3.9% 9 2.9% 17 4.7%

サービス職業従事者 51 7.6% 16 5.2% 35 9.6%

保安職業従事者 3 0.4% 2 0.6% 1 0.3%

農業従事者 23 3.4% 16 5.2% 7 1.9%

林業従事者 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

漁業従事者 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

運輸・機械運転従事者 7 1.0% 5 1.6% 2 0.5%

生産工程従事者 68 10.1% 50 16.1% 18 4.9%

家事従事者 114 16.9% 4 1.3% 110 30.1%

その他 147 21.8% 97 31.3% 50 13.7%

保育園児 10 1.5% 4 1.3% 6 1.6%

幼稚園児 4 0.6% 2 0.6% 2 0.5%

その他の幼児 3 0.4% 1 0.3% 2 0.5%

小学校低学年 9 1.3% 8 2.6% 1 0.3%

小学校中学年 12 1.8% 4 1.3% 8 2.2%

小学校高学年 14 2.1% 8 2.6% 6 1.6%

中学生 14 2.1% 7 2.3% 7 1.9%

その他の学生 21 3.1% 10 3.2% 11 3.0%

不明 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

表２　職業別状況（栄養摂取状況調査対象者数）

対象者数（人）

総数 男性 女性
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職 業 分 類 表 

番号 職業分類項目 仕 事 の 種 類 

所得（賃金・給料、営業利益など）を伴う仕事についている方（内職、アルバイト、パートを含む） 

01 専門的・技術的

職業従事者 

研究者、技術者、医師、歯科医師、獣医師、薬剤師、保健師、助産師、看護師、

臨床・衛生検査技師、歯科衛生士、栄養士、あんまマッサージ指圧師、はり師、き

ゅう師、柔道整復師、社会福祉専門職業従事者（保育士など）、法務従事者（裁判

官、検察官、弁護士など）、公認会計士、税理士、教員、宗教家、著述家、記者、編

集者、美術家、デザイナー、写真家、画家、映像撮影者、音楽家、舞台芸術家、

その他の専門的・技術的職業従事者（個人教師、職業スポーツ従事者など） 

02 管理的職業 

従事者 

管理的公務員（議会議員、知事、市長など）、会社・団体等役員、会社・団体等管理

職員（工場長、支店長、駅長、会社課長など）、その他の管理的職業従事者 

03 事務従事者 一般事務従事者（総務事務員、受付・案内事務員、秘書など）、会社事務従事者、外

勤事務従事者（集金人など）、運輸・通信事務従事者、その他の事務従事者（速記

者、タイピスト、キーパンチャー、電子計算機オペレーターなど） 

04 販売従事者 商品販売従事者（小売店主、飲食店主、販売店員、商品仕入外交員、商品仲介人な

ど）、販売類似職業従事者（不動産仲介人、保険外交員、質屋店主・店員など） 

05 サービス職業 

従事者 

家庭生活支援サービス職業従事者（家政婦（夫）、家事手伝い、訪問介護員（ホームヘ

ルパー）など）、生活衛生サービス職業従事者（理容師、美容師、クリーニング職など）、

飲食物調理従事者、接客・給仕職業従事者、居住施設・ビル等管理人、その他

のサービス職業従事者（旅行・観光案内人、物品一時預かり人など） 

06 保安職業従事者 自衛官、警察官、看守、消防員、警備員など 

07 農業従事者 農耕、養畜、植木職、造園師など 

08 林業従事者 育林、伐木・造材・集材、その他の林業従事者 

09 漁業従事者 漁労作業、海藻・貝採取、漁労船の船長・航海士・機関長・機関士、水産養殖な

ど 

10 運輸・機械運転

従事者 

自動車運転者、鉄道・船舶・航空機運転従事者、その他の運輸従事者（車掌、鉄

道輸送関連業務従事者、甲板員、船舶機関員、検車係など） 

11 生産工程従事者 製造作業者［金属材料、化学製品、窯業製品、土石製品、食料品、飲料・たばこ、衣服・

繊維製品、木・竹・草・つる製品、パルプ・紙・紙製品、ゴム・プラスチック製品、革・革製品、

その他］、組立・修理作業者［一般機械器具、電気機械器具、運送機械、計量計測機

器・光学機械器具］、金属加工作業者、金属溶接・溶断作業者、紡績作業者、印

刷・製本作業者、ボイラー工、建設機械運転作業者、電気作業者、採掘作業者、

とび職、鉄筋工、建設作業者、土木作業従事者、運搬労務作業者、その他の労

務作業者（清掃員など） 

上記（01～11）の仕事をされていない方 

12 家事従事者 一般家庭の主婦等日常家事に従事することを常態としている人 

13 その他 無職（高齢・病気・障害などの理由による場合も含む） 

14 保育園児 保育所へ通うことを常態としている幼児 

15 幼稚園児 幼稚園へ通うことを常態としている幼児 

16 その他の幼児 保育所や幼稚園に通っていない幼児 

17 小学校低学年 小学１、２年生 

18 小学校中学年 小学３、４年生 

19 小学校高学年 小学５、６年生 

20 中学生 中学１～３年生 

21 その他の学生 高校生、大学生、大学院生、各種専門学校生など 
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